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路
線
バ
ス
の
生
産
性
向
上
の
取
組
事
例

自
動
車
局

平
成
２
９
年
４
月
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○
宮
崎
交
通
と
ヤ
マ
ト
運
輸
が
連
携
。
（
H
2
7
年
1
0
月
開
始
）

○
バ
ス
車
両
の
中
央
部
座
席
を
減
ら
し
荷
台
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
確
保
。

○
荷
台
ス
ペ
ー
ス
に
は
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
搭
載
し
、
そ
の
中
に
宅
急

便
を
入
れ
て
輸
送
。

○
ロ
ー
カ
ル
線
の
バ
ス
で
輸
送
１
日
１
便
輸
送
。

○
高
齢
化
や
過
疎
化
に
よ
る
乗
客
数
の
減
少
な
ど
か
ら
、
バ
ス
路
線
網
の
維
持
が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い
る
。

○
物
流
業
界
に
お
い
て
も
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
物
流
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

○
こ
の
た
め
、
旅
客
運
送
事
業
者
と
貨
物
運
送
事
業
者
、
旅
客
運
送
事
業
者
と
地
方
自
治
体
等
が
相
互
連
携
を
図
り
、
「
バ
ス
路
線
の
生
産
性
向

上
」
と
「
物
流
の
効
率
化
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
路
線
バ
ス
を
活
用
し
た
宅
急
便
輸
送
「
貨
客
混
載
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
事
例
１
】
貨
客
混
載
の
取
組
（
宮
崎
県
）

取
組
内
容

宮
崎
県
の
事
例

【
バ
ス
車
両
】

【
専
用
荷
台
ス
ペ
ー
ス
】

①
配
達

【
西
都
市
～
西
米
良
村
】

１
日
１
便
運
行

運
行
形
態

②
集
荷

【
西
米
良
村
～
西
都
市
】

１
日
２
便
運
行

宮
崎
交
通

西
都
バ
ス
セ
ン
タ
ー

ヤ
マ
ト
運
輸

西
都
宅
急
便
セ
ン
タ
ー

1
5
:3
0
発

東
米
良
地
区

西
米
良
村

バ
ス
停
留
所
【
村
所
】

（
西
米
良
村
）

1
7
:0
1
着

バ
ス
停
留
所
【
東
米
良
診
療
所
】

（
西
都
市
）
1
6
:2
1
発

1
6
:1
6
着

宮
崎
交
通

西
都
バ
ス
セ
ン
タ
ー

1
4
:2
6
着

1
8
:3
1
着

バ
ス
停
留
所
【
東
米
良
診
療
所
】

（
西
都
市
）

1
3
:4
0
発

1
7
:4
5
発

1
3
:3
5
着

1
7
:4
0
着

バ
ス
停
留
所
【
村
所
】

（
西
米
良
村
）

1
2
:5
5
発

1
7
:0
0
発

西
米
良
村

東
米
良
地
区

ヤ
マ
ト
運
輸

西
都
宅
急
便
セ
ン
タ
ー

【
効
果
】

１
路
線
で
年
間
２
０
０
万
円
～
５
０
０
万
円
の
増
収

<
他
地
域
に
お
け
る
取
組
事
例
>

○
左
記
事
例
と
同
事
例
。

・
岩
手
県
北
自
動
車
（
岩
手
県
）
、
名
士
バ
ス
・
士
別
軌
道
・
十
勝
バ
ス
（
北
海
道
）
、

産
交
バ
ス
（
熊
本
県
）

○
高
速
バ
ス
車
両
の
ト
ラ
ン
ク
に
保
冷
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
、
市
内
の
農
家
の
朝
採
り
野
菜
等
を

道
の
駅
に
集
約
し
、
高
速
バ
ス
に
て
東
京
ま
で
週
２
回
輸
送
(常
陸
太
田
市
と
連
携
）
。

・
茨
城
交
通
（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）

○
高
速
バ
ス
車
両
の
ト
ラ
ン
ク
な
ど
の
既
存
の
設
備
を
活
用
し
、
地
産
品
を
首
都
圏
の
J
R
東
日

本
物
流
の
拠
点
に
輸
送
。

・
J
R
東
日
本
物
流
・
J
R
バ
ス
東
北
・
東
北
鉄
道
運
輸
の
３
社
で
設
立
し
た
「
地
域
活
性
化
物
流

L
L
P
」
に
よ
る
事
業
（
青
森
県
・
福
島
県
）
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路
線
を
商
業
施
設
や
公
共
施
設
へ
接
続

支
線
部
分
で
は
、
長
大
路
線
を
短
縮
す
る
ほ
か
、

デ
マ
ン
ド
交
通
や
自
家
用
有
償
運
送
へ
の
変
更
も

含
め
、
多
様
な
交
通
モ
ー
ド
で
役
割
分
担

【
事
例
２
】
バ
ス
路
線
の
再
編
（
新
潟
県
上
越
市
）

○
「
上
越
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
示
さ
れ
て
い
る
、
各
拠
点
が
相
互
に
連
携
し
た
、
持
続
可
能
な
都
市
構
造
の
実
現
に
む
け
た

ま
ち
づ
く
り
と
連
携

○
中
心
地
域
よ
り
各
方
面
へ
伸
び
る
幹
線
路
線
及
び
支
線
路
線
に
つ
い
て
、
利
便
性
及
び
効
率
性
の
観
点
か
ら
網
羅
的
に
見
直
し

•
運
行
コ
ス
ト
の
抑
制
（
年
間
で

15
,7

00
千
円
）

中
心
地
域
（
直
江
津
地
区
・
高
田
地
区
）
の
利
便

性
向
上
、
支
線
に
お
け
る
需
要
の
取
り
込
み

支
線
の
効
率
化

駅
、
病
院
、
高
校
を
経
由
す
る

こ
と
で
、
利
便
性
を
向
上

長
大
か
つ
重
複
し
て
い
た
系
統
を
、
旅
客
動
向
を

踏
ま
え
て
短
縮
し
て
重
複
を
解
消
し
、
効
率
性
を

向
上

道
の
駅
「
う
み
て
ら
す
名

立
」
で
路
線
を
分
割
し
、
そ

れ
以
南
は
自
家
用
有
償

運
送
で
代
替
す
る
こ
と
に

よ
り
効
率
性
を
向
上

商
業
施
設
へ
の
接
続
に
よ
り

利
便
性
を
向
上

一
部
の
系
統
を
短
縮
し

効
率
化
を
図
る

直
江
津
地
区

高
田
地
区

※
再
編
す
る
路
線
の
数
値

計
画
認
定
時
点
で
の
算
出
（
平
成
２
８
年
９
月
）

地
域
公
共
交
通
網
の
持
続
性
の
向
上

病
院
や
町
民
館
を
経
由
す
る
こ
と
で

利
便
性
を
向
上

小
学
校
へ
接
続
し
、

通
学
手
段
を
確
保

2

【
効
果
】

自
家
用
有
償
運
送
で
代
替
し
た
場
合
、

運
送
単
価
が
約
３
割
削
減
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【
事
例
３
】
路
線
バ
ス
へ
の
混
乗
化
（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）

○
公
共
施
設
等
が
集
積
す
る
常
陸
太
田
地
区
へ
の
持
続
可
能
な
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
民
間
事
業
者

へ
の
路
線
の
統
合
を
図
り
、
効
率
的
で
一
体
的
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
現

路
線
バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
市
民
バ
ス
）
、
無
料
通
院
バ
ス
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
が
同
じ
路
線
を
重
複
し
て
運
行

運
行
日
（
週
１
～
７
日
）
、
ダ
イ
ヤ
・
本
数
、
運
賃
体
系
（
距
離
制
、

20
0円

均
一
、
無
料
）
の
棲
み
分
け
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
非
効
率
な
運
行

路
線
バ
ス
以
外
の
バ
ス
を
廃
止
し
、

路
線
バ
ス
に
統
合

運
行
日
を
毎
日
（
平
日
）
と
し
、
ダ

イ
ヤ
・
本
数
も
調
整

運
賃
体
系
も
分
か
り
や
す
い
３
段

階
制
に
変
更
（
20

0円
、

30
0円
、

50
0円
）

背
景
・
課
題

具
体
的
な
事
業

路
線
バ
ス
・
市
民
バ
ス
・
み
ど
り
号
が

重
複
し
て
い
た
路
線

路
線
バ
ス
・
市
民
バ
ス
が

重
複
し
て
い
た
路
線中
心
市
街
地

3

【
効
果
】

輸
送
人
員
の
増
加
に
伴
う
増
収
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【
事
例
４
】
地
域
住
民
の
生
活
利
用
と
観
光
利
用
の
混
乗
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

•
大
谷
地
区
の
観
光
振
興
と
路
線
バ
ス
の
利
用
促
進

•
バ
ス
往
復
代
金
（
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
～
大
谷
（
立
岩
）
間
乗
降
自
由
）

＋
大
谷
資
料
館
入
場
料
＋
大
谷
観
音
拝
観
料
が
セ
ッ
ト

•
発
売
日
：
20

14
年

7月
18
日

•
累
計
販
売
枚
数
：
18

,7
28
枚
（
20

17
年

3月
末
日
現
在
）

-4
-

下
野
新
聞

20
14
年
８
月

20
日

４

【
効
果
】

年
間
の
輸
送
人
員
が
約
1
3
,5
0
0
人
増
加
（
発
売
前
年

度
比
1
2
％
増
）
、
こ
れ
に
伴
う
増
収
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